
項　目 マーク 内　容 項　目 マーク 内　容

日東工業製品の機能などを簡単にご確認いただくため、本文に下記表示マークを掲載していますので選定の際にご利用ください。

保護等級

風雨性能

一般社団法人
キャビネット
工業会
規格※1

キャビネットの使用環境（屋内用キャビネットか屋外用キャビ
ネットか）および保護等級IPを表します。
保護等級IPとは、キャビネットの保護構造の等級を記号で示し
たものです。国際電気標準会議（IEC）の規格 IEC60529（JIS C 
0920）にて、危険な箇所への接近、外来固形物および水への保
護等級が規定されています。詳細は16頁をご覧ください。なお、
IEC60529については総合カタログをご覧ください。

規格「金属製汎用キャビネット」（CA100）に適合しているキャ
ビネットです。
規格は金属製の汎用キャビネットの構造・性能などについて規
定しています。

製品の保護等級は、水抜き孔栓を取付けた状態での性能を示
します。ただし、キャビネットが冷水で急激に冷やされた場合な
ど、内圧低下による水抜き孔栓からの水の吸込みは除外します。

風の強さに対する保護等級は二桁の数字（風速m/s）で表しま
す。噴霧水量に対する保護等級は1文字のアルファベット
（L/M/H ）で表します。詳細は18頁をご覧ください。

規格「合成樹脂製汎用ボックス」（CA200）に適合しているプラボッ
クスです。
規格は合成樹脂製の汎用ボックスの構造・性能などについて規
定しています。

屋内用

IP2XD
保護等級

第一特性数字
器具に対する
保護の内容
外来固形物の
侵入に対して

人体に対する
保護の内容
危険な部分への
接近に対して

第二特性数字
器具に対する
保護の内容
水の浸入に
対して

付加特性文字（オプション）
人体に対する
保護の内容
危険な部分への
接近に対して

CA200

一般社団法人
キャビネット
工業会

環境指針※1

一般社団法人
キャビネット
工業会規格
および

環境指針※1

ＵＬ

ＵＬ

環境指針（CA-Ｇ04）に適合しているキャビネットです。指針は
RoHS指令の10物質およびホルムアルデヒドについて規定し
ています。※2

規格「合成樹脂製汎用ボックス」（CA200）および環境指針（ＣＡ-
Ｇ04）に適合しているプラボックスです。

規格「金属製汎用キャビネット」（ＣＡ100）および環境指針（ＣＡ-Ｇ
04）に適合しているキャビネットです。

アメリカの保険機関規格のキャビネットの性能・試験を規定し
たＵＬ50、UL50Eの規格に適合していることを表します。防食
性、結氷、防水防塵性能、難燃性などによってキャビネットの性
能を分類しています。

アメリカにおける電気製品などの機能や安全性に関する標準
化を目的とした安全規格の一つである、ＵＬ認証マークの中で
もレコグニション認証（部品や材料などに対して発行される認
証）を意味します。レコグニション認証マークには、3種類のマ
ークが存在し、このマークはアメリカ向けとして使用されていま
す。このマークが表示されたファンは、UL-507に基づいた認証
を受けていることを表します。

ドイツの試験機関ＴÜＶにてキャビネットの性能・試験を規定し
た欧州規格ＥＮ62208に適合していることを認定されたキャビ
ネットです。

ＴÜＶ

CA200
CA-G04

※1 詳細は一般社団法人キャビネット工業会ホームページ（http://www.cabinet-box.jp/）
　　をご覧ください。
※2 2019年7月より改正 RoHS指令（RoHS2.0）に準じます。
※3 1インチ＝25.4mmです。EIA規格では、搭載する機器の幅が482.6mm（19インチ）、
　　高さが44.45mm（1.75インチ＝1U）の倍数となっています。

グリーン
購入法

RoHS指令

ホルム
アルデヒド

材質

粉体塗装

デザイン塗装

ハンドル
鍵番号違い
対応

グリーン購入法に適合していることを表します。

バイオマスマークを取得していることを表します。

部材の変更により、グリーン購入法適合可能な製品を表し
ます。詳細は別途お問合わせください。

RoHS指令は電気電子機器における特定有害物質の使用
を制限した欧州指令です。RoHS指令による特定10物質の
含有量について以下の基準を満たしていることを表してい
ます。詳細は701頁をご覧ください。

建築基準法改正に伴い、建築物における木板のホルムアル
デヒド放散量が制限されました。
JAS規格に規定された最も放散量の少ないF☆☆☆☆の木
板を使用していることを表示しています。

キャビネットの本体の材質を表します。
プラスチックの詳細は704頁をご覧ください。

環境にやさしく、防錆力に優れた粉体塗装を採用しています。

組替対応により、コインロックの鍵番号変更が可能です。

環境にやさしく、防錆力に優れた表面に細かい凹凸のデザ
インを施した高級感のある粉体塗装を採用しています。

組替対応により、ハンドルの鍵番号変更が可能です。
詳細は698・699頁をご覧ください。

レーザー加工機を使用して、当社の標準在庫品の商品に対して
追加工を行います。高出力のレーザー光により金属を溶断して、
穴加工をいたします。一部機種は、鈑金での穴加工となる場
合がございますのでご了承ください。

ABS
樹脂製

低ホルム
アルデヒド

ハンドル
鍵 違い
対応

鍵番号違い
対応

0.3mg/L
0.5mg/L
1.5mg/L
5.0mg/L

F☆☆☆☆
F☆☆☆
F☆☆
F☆

0.4mg/L
0.7mg/L
2.1mg/L
7.0mg/L

性能区分 平均値 最大値
ホルムアルデヒド放散量の基準

レーザー
穴加工

レーザー穴加工
対象品

マシニング加工機を使用して、当社の標準在庫品の商品に
対して追加工を行います。
切削加工により樹脂を削り、穴加工をいたします。

マシニング
加工対象品

市販品を掲載したものです。
取扱い商品

● 鉛・水銀・六価クロム・PBB・PBDE・DEHP・DBP・BBP・
　 DIBPについては0.1wt%以下
● カドミウムについては0.01wt%以下
● 適用除外用途の含有は除きます。

バイオマス
マーク

対応製品

（　　  　　　　　　   ）取扱い商品の技術的なお問合わせは製造元メーカーへ
直接お問合わせいただく場合があります。

取扱い
商品

マシニング

バイオマスマーク

CSA

マウントアングル
M5タップ付

塗装性能

カナダにおける電気製品などに対する安全規格であるCSA規
格に適合していることを示すマークです。CSA認証マークは、
ＵＬ認証マークと同様に大きく3種類に分類され、このマークは
カナダ向けとして使用されています。このマークが表示された
ファンは、CSA STANDARDS C22.2 No.113に基づいた認
証を受けていることを表します。

JIS K 5600-7-1　塗料一般試験方法　耐中性塩水噴霧性
により試験した塗装性能を表します。
一般社団法人日本配電制御システム工業会塗装技術資料
（JSIA-T1020）により

塗装性能

1000h

（塩水噴霧）

・性能はテストピース（材質：SPHC）による塗装性能を表します。
  判定基準はJSIA-T1020による。

耐中性塩水噴霧性  120h  ：屋内仕様
耐中性塩水噴霧性 240ｈ ：屋外仕様
耐中性塩水噴霧性  500ｈ ：耐塩仕様
耐中性塩水噴霧性 1000ｈ ：重耐塩仕様　
となります。詳細は左頁をご覧ください。

CE
CEマーキングは関連するEC指令に製品が適合していることを
示すマークで、EU圏内での自由流通の保証に必要なものです。
詳細は総合カタログをご覧ください。

キャビネット本体に標準装備しているマウントアングルには
Ｍ5タップ加工がしてあります。

19インチ※3
EIA規格

EIA規格　米国規格協会／電子工業会の規格
EIA/ECA 310-E（2005年）に準拠しているラックおよび
EIA規格ラック用オプションを表します。

19インチ
EIA

難燃レベル

アメリカの保険機関規格UL94による樹脂の難燃性レベル
を表します。難燃性

V-O 高 低
5VA 5VB V-0 V-1 V-2

電気用品
安全法 特定以外の電気用品の製造・輸入・販売を規制するが、

検査機関の認証でなく、製造事業者が自主的に定められた
技術基準に適合した製品を示します。

JIS K 5600-6-1　塗料一般試験方法　耐液体性により
試験した塗装性能を表します。
一般社団法人日本配電制御システム工業会塗装技術資料
（JSIA-T1020）により耐アルカリ仕様、耐酸仕様となります。

塗装性能

120h

（耐酸・アルカリ性）

・性能はテストピースによる塗装性能を表します。
  判定基準はJIS K 5981による。

塗装性能

特定電気用品は、登録検査機関にて電気用品安全法の適
合性検査を受け証明書の交付を受けた商品を示します。

海塩粒子が飛んで来る距離

塗装性能

1000h
（塩水噴霧）

塗装性能

120h
（耐酸・アルカリ性）

塗装性能【塩水噴霧1000h、耐酸・アルカリ性120h】を有する製品は、
下記の表示マークを掲載しています。

環境に優しく、耐候性に優れた「電着塗装+粉体塗装※」の採用と徹底した品質管理
により高品質な塗装性能を実現しています。
※一部キャビネットについては塗装仕様が異なりますのでご了承ください。

性能はテストピース（材質：SPHC）による塗装性
能を表します。設置環境により定期的な点検に
よる補修塗装や防錆性の高いステンレス製品
の使用をお勧めします。

粉体塗装

盤の塗装は、一般に美観、防食の効果を期待して施されます。使用場所によっては厳しい腐食環境下にさ
らされ、その防食性能が盤自体の寿命に関わってきます。塗膜の防食性能は、盤の重要な選択要素にも
関わらず、各メーカの個別基準によって確認しているのが現状です。一般社団法人キャビネット工業会お
よび盤標準化協議会では、設置環境での塗装仕様を最適に選択できるよう、基準を定めました。

環境は、時と場所によって、特殊環境となることがあります。

１．潮風の当たらない場所
海岸からの距離が約300mを超え1km以内

設置場所、環境による防錆力要求レベルと判断基準
塗装は素地、前処理、塗料によって、塗膜の品質水準が決まってきます。その要求性能を、JISの関連規格に数多く規定されている
ものの中から特に防食に対する品質評価として有効と考えられるものを、下記に判定基準として示しました。

仕様

性能

試験方法

引用規格
備考

判定基準

● アルカリ性ガスが
発生する場所
（化学工場、食品工場等）

● 酸性ガスが発生する
場所
（化学工場、食品工場等）

● 試験片を、5％NａOH
（水酸化ナトリウム）の
溶液に規定時間　　
浸せきする。※３

● 試験片を、5％H２SO４
（硫酸）の溶液に規定
時間浸せきする。※３

● 海岸から300m
以内の屋外、屋側

● 海岸から
300mを超え1km
以内の屋外、屋側

● 一般の屋外、屋側

● 試験片を取出して水洗し、室内に2時間放置した後、
塗膜上のさび、および塗膜の膨れ・割れ・はがれ・　
軟化の有無とその程度を目視にて判定する。　　
膨れ：大きさ２より小さく、密度２よりまばら※５

耐アルカリ性
120時間 ※3

耐酸性
120時間 ※3

耐塩水噴霧性
1000時間 ※1
（40 cycle） ※2

耐塩水噴霧性
500時間 ※1

（20 cycle） ※2

耐塩水噴霧性
240時間 ※1

（10 cycle） ※2

耐塩水噴霧性
120時間 ※1
（5 cycle） ※2

※1 JIS K 5600-7-1 1999 「塗料一般試験方法第7部：塗膜の長期耐久性第1節：耐中性塩水噴霧性」による。試験時間は、JIS K 5981 2006 「合成樹脂粉体塗膜」
4.c） 耐食性を参考とした。

※2 分電盤メーカにおいて広く採用している試験方法である。
※3 JIS K 5600-6-1 1999 「塗料一般試験方法第6部：塗膜の化学的性質第1節：耐液体性（一般的方法）、およびJIS K 5981 2006 「合成樹脂粉体塗膜」5.9 耐アル
カリ性、5.10 耐酸性による。試験時間は、JIS K 5981 2006 「合成樹脂粉体塗膜」4.h）耐アルカリ性、および4.i） 耐酸性を参考とした。

※4 はがれ幅は、JIS K 5981 2006 「合成樹脂粉体塗膜」4.c) 耐食性を参考とした。
※5 塗装の膨れは、JIS K 5600-8-2 2008 「塗料一般試験方法第8部：塗膜劣化の評価第2節：膨れの等級」による。

● 一般の屋内

● 試験片の中央部に長辺に平行な長さ100mmの直線をカッターナイフの刃先で塗膜の上から素地に達する
よう引き、5％NaCl（塩化ナトリウム）（35℃）の溶液で規定時間の連続噴霧を行う。※１　 　　　　　　　
または、16時間噴霧、8時間休止のサイクルを1サイクルとし、規定サイクル回数の噴霧を行う。※２

● 試験片を取出して水洗し、室内に2時間放置した後、塗膜上のさび、および塗膜の膨れ・はがれ・
割れの有無とその程度を目視にて判定する。

● 目視での判定の後、粘着テープをカット線に沿って貼付け、はがしたときの片側のはがれ幅の程
度を判定する。 はがれ幅：3mm以下※４

使用環境例

屋内仕様 屋外仕様

一般環境 特殊環境

耐塩仕様 重耐塩仕様 耐酸仕様 耐アルカリ仕様

２．潮風が直接当たる場所
海岸からの距離が約300m以内

１．酸性ガスが発生する場所

２．アルカリ性ガスが発生する場所

盤標準化協議会
ホームページ

重耐塩仕様
耐アルカリ仕様

耐酸仕様耐塩仕様

日本の代表的特殊環境である海岸地帯 腐食性ガスの雰囲気

設置環境から選ぶ盤の塗装性能参考資料

海岸地帯 イメージ図

（一般社団法人キャビネット工業会 盤標準化協議会「技術資料CA-G09施工上の注意事項（トラブル・対応事例）2017年第2版」を加工して作成）

キャビネット塗装性能 CABINETS CABINETS表示マークについて

高品質な塗装性能〉 「表示マーク」について〉
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